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はじめに

アルバイ トは学生生活の中で大きな比重 を持っている。学生の中には、深夜 アルバイト明けで

授業に出たり、授業が終わると一目散にアルバイ ト先に駆けつけようとす るものがいる。アルバ

イ トをするために4,5時 限目の授業の履修 を敬遠する傾向があると教務課の職員は言 う。期末

試験期間中でさえもアルバイ トに精を出す学生がいるほどであ り、アルバイ トが学業に及ぼ して

いる弊害は相当に大きいに違いない。

しかし、労働 を通 して実社会を垣間見ることができ、人間的成長を促す という効用もアルバイ

トにはあるであろう。大学教育を考えるうえで、学生のアルバイ ト意識 と実態を把握 して置 くこ

とは重要である。

これまでに本学の学生 を対象に して実施された調査1)2)をみると、アルバイ トに関 しては断片

的にしか行われていない。そこで、アルバイ トに対する意識 と実態について包括的な調査 を行っ

た。その結果を報告する。

1.調 査の概要

調査項目

調査方法

調査期間

有効回答

大学生活やアルバイ ト経験、意識など

無記名の質問紙配布回収法

1996年12月

有効 回答者数は896名 。その性別および学年別の内訳を表1に 示 した。なお、所属

学部は、情報学部479名 、国際学部417名 。留学生は、男子8名 、女子11名 で全体の

2.1%で あった。

表1回 答者の性別と学年別人数

男 子 女 子 全 体

1年 生

2年 生

3年 生

168(47.2)

160(52.6)

132(55.9)

188(52.8)356(100.0)

144(47.4)304(100.0)

104(44.1)236(100.0)

計 460(51.3) 436(48.7)896(100.0)
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∬.学 生の生活実態

1.通 学時間30分 以下が4割 弱(集 計表2参 照)

通学に要す る時間(片 道)を 図1に 示 した。30分 以下が全体の36%を 占め最も多い。特に男子

では45%に 達 してお り、一般 に思われている以上にキャンパ スの近 くからの通学者が多いことが

示されている。自宅通学者の割合は、男子48%、 女子46%と ほとんど差がないのに、男子に30分

以下が多いのは、バイクや自動車による通学者が多いためであろう。

ついで、31分 ～60分 は、男子で24%、 女子で31%を 占めた。したがって、男子の7割 、女子の

6割 は、1時 間以下の通学時間である。一方、2時 間を超える長時間通学者は、男女 とも一割以

下と低い。

図1通 学に要する時間(片 道)

2.受 講 日は5～6日(集 計表3,4参 照)

一週間の受講 日数は、男女 とも8割 の学生が5日 ない し6日 である(た だし、1か ら3年 生)。

授業出席者(一 部は土曜日に調査 している)を 対象 とした調査であるか ら、この結果のように大

学への登校 日数は多 くなるという側面 もあろう。4日 以下 という対象者は、全体の16%に す ぎな

いo

学 年 との 関 係 で み る と、 週 に6日 出 て い る もの は 、1年 生 で は59%、2年 生31%、3年 生16%

と、 学 年 の 進 行 に と も な っ て 出席 日数 は激 減 し て い る 。

ま た 、通 常 出席 して い る授 業 の 数 を み る と、7割 の 学 生 が 週10コ マ 以 上 の授 業 に 出席 して い る 。

6コ マ 以 下 と い う もの は、 全 体 の1割 程 度 で あ る。 学 年 が 進 む に つ れ 出席 して い る コ マ 数 は減 少

す る 。 以 上 の こ とか ら、 大 多 数 の 学 生 は 、週 に5日 以 上 大 学 に きて 、 一 日に2～3コ マ の 授 業 に

出席 して い る と言 え る だ ろ う 。

3.一 週間の勉強時間は1時 間未満(集 計表6参 照)

授業以外の一週間の勉強時間を図2に 示す。1時 間未満 というものが、男子で54%、 女子では

44%を 占める。このように半数の学生はほとんど勉強 していない。1～3時 間が全体の3分 の1

で、4時 間以上 というものは、2割 にす ぎない。

学年でみると学年の進行にともなって勉強時間が増加 している。 しか し、3年 生でも週の勉強

時間が1時 間未満 というものが、39%を 占めている。単位制度にしたがって計算すれば、授業以
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外の一週間の勉強時間として30時 間程度が必要とい うことになる。大学教員は、学生に勉強させ

るために、教授法に加え教育システムの工夫 を考えるべ きではないのだろうか。とくに1,2年

生は、1時 間未満というものが54%、51%で あることから、これらの学年の授業のあ り方が問わ

れている。

図2授 業時間以外の週あたりの勉強時間

皿 ・アルバ イ トに対 す る意 識 と実態

1.授 業期間中でも定期的にアルバイ トをしている学生は全体の6割 強(集 計表8参 照)

この1年 間のアルバイ ト行動を図3に 示 した。男女 とも6割 以上が定期的なアルバイトをして

いる。男子が60%に 対 し、女子の方が66%と やや高い。 まった くアルバイ トをしていない学生は

1割 で、長期休暇のみ している学生は8%で ある。不定期 にアルバイ トを行っているものは2割

弱であった。

このように、授業期間中になんらかのアルバイ トをしている学生は8割 程度である。

図3こ の1年 間のアルバイト行動

2.ア ル バ イ トは週3日16時 間 程 度(集 計 表9、10参 照)

ア ル バ イ トを行 って い る の は 、 週 に3日 が も っ と も多 く34%で 、4日 は21%、2日 は17%で あ

る。 平 均 値 を求 め る と、 男 子 が3.3日 、女 子 が3.1日 と な る。

一 週 間 の ア ル バ イ トの時 間 を図4に 示 した
。 ユー5時 間 は11%で 、11-15時 間 と16-20時 間 が

最 も多 くそ れ ぞ れ2割 を 占 め て い る。10時 間 以 下 が25%で あ る一 方 、21時 間 以 上 は20%を 占め て

い る 。

一105一



これ らから、受講時間に匹敵する多くの時間をアルバイ トに費やしていることが分かる。この

ような状況 は、1万8千 人 もの私立大学生 を対象にした調査でも指摘 されていて、これを 「事実

上のパー トタイム ・スチューデン ト化」 と呼んでいる3)。

なお、今回の調査ではアルバイ ト先までの通勤時間を尋ねなかった。キャンパスに近いところ

に住んでいればそれだけ、アルバイ ト先は遠 くなってしまうか も知れない。アルバイ トがこれだ

け常態化 している状況では、通学時間 と同様に通勤時間も学生の生活実態を把握する上で重要で

ある。

図4週 あ た りの ア ルバ イ ト時 間

3.月 収 は4～6万 円 程 度(集 計 表11参 照)

ア ル バ イ トに よ る月 収 を 図5に 示 す 。4-6万 円 が26%で 、4万 円未 満 が26%で あ る 。10万 円

以 上 は9%で あ る。

図5ア ルバ イ トの 月あ た りの収 入

4.男 子の3割 強が平 日の深夜 アルバイ ト(集 計表12参 照)

図6と 図7に 示す ように、アルバイ トをしている時間帯は、平 日では、夜間のアルバイ トが男

女 とも多 く5割 で、女子は午後のバイ トが54%と 多い。深夜のアルバイ トは男子の34%、 女子で

も7%を 占める。土 日では、平 日と比べ午前のアルバイ トが男女 とも増加する。
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図6ア ル バ イ トをす る時間 帯(平 日)

図7ア ル バイ トをす る時間 帯(土 日)

5.ア ル バ イ ト収 入 の使 い 道(集 計 表13,14参 照)

ア ル バ イ ト収 入 の使 い 道 を図8に 示 し た。 男 女 別 に 多 い 順 に 示 す と、
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男 子 で は 、

「友 人 との つ き合 い(交 際 費)」(75 .6%)

「趣 味(学 内 の 課 外 活 動 を含 む)」(71
.2%)

「フ ァ ッ シ ョ ン(衣 服 化 粧 な ど)」(60 .7%)

「生 活 費(食 費 住 居 費 な ど)」(47 .8%)

「旅 行 ・レ ジ ヤー」(37 .6%)

女 子 で は 、

厂フ ァ ッ シ ョ ン(衣 服 化 粧 な ど)」(86 .7%)

「友 人 との つ き合 い(交 際 費)」(86 .2%)

「旅 行 ・レ ジ ャー 」(60 .9%)

「趣 味(学 内 の 課 外 活 動 を含 む)」(51 .9%)

「生 活 費(食 費住 居 費 な ど)」(33 .2%)

しか し、 もっ と も大 きな使 途 に関 して は 、 図9に 示 す よ う に、 男 女 で 大 き な差 が あ り、男 子 で

は 、 「趣 味(学 内 の 課 外 活 動 を含 む)」(29%)が もっ と も多 く、 つ い で女 子 と同 様 「友 人 との つ

き合 い(交 際 費)」(25%)で あ る。 生 活 費 と答 え る 学 生 は男 子 で は 多 く16%で あ る 。 他 方 、 女 子

で は 、 「フ ァ ッ シ ョ ン」(37%)が もっ と も多 く、 つ い で 「友 人 と の つ き合 い(交 際 費)」(23%)

で あ る 。

1:



図9ア ル バ イ ト収 入の使 い道(も っ とも多 い支 出)

6.苦 学生は2割(集 計表15参 照)

アルバイ トと学業の関係を図10に 示 した。アルバイ トをしないと 「学業が続けられない」、「続

けることが難 しい」 と答えたものはそれぞれ10%と11%で あ り、いわゆる苦学生は2割 といえよ

う。学費と生活費の高騰が、これらの学生 にアルバイ ト生活 を強いているといえよう。これらの

学生のアルバイ ト日数 と時間、収入は他の学生 に比べ多い傾向が見 られる。そ して、厂勉強時間

が十分にとれない」や 「授業に出られないことがある」 と考 えてお り、学業に対 して深刻な影響

を与えてい るようである。また、厂生活が不規則になった」や 「金遣いがあ らくなった」、「体調

をくず した」 との回答が統計的に有意に高い。 しか し、厂社会のことが理解できるようになった」

や 「大学では身につかない技術が身についた」、「人間関係が広 くなった」、「自分一人で生活でき

ると感 じる」などの回答 も高 く、良 きにつけ悪 しきにつけ、アルバイ トからさまざまなことを学

んでいることが うかがえる。

図10学 業 とア ルバ イ トの 関係 に つい て バ イ トを しない と
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7.職 種 は ウ エ イ トレ ス や販 売 ・店 員 が7割(集 計 表16、17参 照)

ア ル バ イ トして い る職 種 を図11に 示 した 。 サ ー ビ ス関 係(ウ エ イ トレ ス)と サ ー ビ ス 関係(販

売 ・店 員)に 集 中 して お り、 この2つ で 男 子 の64%、 女 子 の77%を 占 め て い る。 学 生 の 伝 統 的 な

アル バ イ トで あ る 家 庭 教 師 ・塾 講 師 は5%と 少 な い 。 男 子 で は 、 こ れ以 外 に運 搬 や 倉 庫 作 業 な ど

の 重 労 働(18%)が あ る。

図11ア ルバ イ トの職種(複 数 回答)

8.ア ルバ イ ト先 の み つ け方(集 計 表18参 照)

ア ルバ イ ト先 を どの よ う に して見 つ け る か を 図12に 示 した 。 「新 聞 の 広 告 ・チ ラ シ ・掲 示 」 が

最 も多 く47%で 、次 い で 、 「ア ル バ イ ト ・求 人 情 報 雑 誌 」(22%)、 「友 人 ・知 人 の 紹 介 」(18%)

で あ る。

図12ア ルバ イ ト先 の みつ けか た
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9.ア ル バ イ ト して 感 じた こ と 、経 験 した こ と(集 計 表19参 照)

ア ルバ イ トを 肯 定 的 に と ら え る項 目 と して 、Q17-1か らQl7-7を 用 意 した 。 結 果 を表2に

一一括 して 示 す
。

そ の 中 で 、 「大 い に 感 じた こ とが あ る」 と 「か な りあ る 」 の 両 方 を あ わ せ た もの が も っ と も高

か っ た項 目 は 、 「社 会 の こ とが 理 解 で きる よ う に な っ た 」 で あ り、79%に も及 ん で い る。 また 、

「大学 で は 身 に つ か な い 知 識 や 技 術 が 身 に つ い た 」 も全 体 の77%に も及 ん で い る。 こ れ らの2項

目 に 対 して 、 「大 学 の 勉 強 に 役 にた っ た」(14%)は 肯 定 的 な質 問 の 中 で は 、 もっ と も少 な く対 照

的 で あ っ た。 大 学 で 教 え る こ と と現 実 社 会 で 役 に た つ こ とは ま っ た く別 の もの だ か ら当然 な 結 果

で あ る と い う声 も聞 え そ うだ が 、 こ の 結 果 が 示 して い る の は 、 大 学 の勉 強 が 現 実 社 会 とい か に遊

離 して い る か を 、 卒 業 す る 前 に ア ル バ イ ト経 験 を通 して 学 生 た ち は確 認 して い る と も言 え る だ ろ

う。 社 会 に で て 役 に立 た な い 「学 問」 を学 ぶ 理 由 を示 す 必 要 が あ る の だ ろ う 。

次 に高 い の は 、「働 くこ との 大 切 さ が 分 か っ た 」(74%)、 「時 間 や 約 束 を守 る よ う に な っ た 」(52%)、

「自分 に 自信 が もて る よ う に な った 」(48%)な ど
、社 会 性 が 身 に付 い た こ とを 示 す 項 目が続 い て

い る 。 ア ル バ イ トを通 して 、 社 会 人 と して の 「規 範 」 を学 ん で い く。 一 見 望 ま しい こ とで あ るが 、

しか し ア ル バ イ ト経 験 が 豊 富 だ か ら とい っ て 、 大 学 で の授 業 へ 出席 ぶ りや 受 講 態 度 に 関 す る 「規

範 」 が 身 に つ い た な ど とい う話 を聴 い た 事 が な い 。 自分 が 稼 ぐ立 場 と、 自分 が 支 払 う立 場 と の差

を 実践 して い る の だ ろ う。 大 学 の教 師 は 、 サ ー ビ ス の提 供 者 と して 合 格 で は な い(ア ル バ イ タ ー

で あ る学 生 は現 場 で 厳 し く教 育 さ れ て い る)の だ か ら、 受 講 生 の態 度 が 少 し ぐ らい 悪 くて も当 然

と も言 え る の か も知 れ な い 。

だ か ら と い っ て 、 こ の よ う な ア ル バ イ ト経 験 が 自 己 の 職 業 選 択 の役 に た つ とは 考 え て い な い。

や は りア ル バ イ トは ア ル バ イ トとい う割 り切 りが あ る よ う だ。

で は 、 ア ル バ イ ト体 験 を、 学 生 た ち は どの よ う に と ら えて い る の か 。 驚 くべ き こ とだ が 調 査 結

果 か ら は、 ア ル バ イ トを楽 しん で い る 姿 が 浮 か び上 が っ て くる。 か つ て の 苦 しい 「労 働 」 の 面 影

は そ こ に は な い 。

まず 「人 間 関 係 が 広 くな っ た」(68%)、 厂異 性 の 友 人 が で きた 」(46%)・ に 示 され る よ う に ア ル

バ イ トを通 して 、 人 間 関係 を増 や して い る。 か つ て は 、 大 学 の友 人 関係 が す べ て で あ っ た の に比

べ 、 現 代 の学 生 達 は 、 ア ル バ イ ト先 で 年 齢 層 の 違 う 人 々 、 学 歴 の違 う人 々 と多 様 な 人 間 関係 をつ

くる チ ャ ン ス と して ア ル バ イ トが あ る 。 もち ろ ん異 性 と も 「仕 事 」 を通 して 知 り合 い に な る こ と

も多 い こ と を本 調 査 結 果 は 示 す 。 大 学 で の 友 達 は 、 多様 な人 間 関係 の 中 で 、相 対 的 に 影 が 薄 くな

っ て い る と い う事 実 を 本結 果 は示 して い る。

ま た 、 ア ル バ イ トは 、彼 らに と っ て 決 して 苦 痛 で は な い。 そ れ は 、 「時 間 を もて あ ます こ とが

な くな っ た 」 と答 え た もの が 実 に64%に も上 っ て い る とい う か ら も う か が え る。 しか も、 「ア ル

バ イ トを し て い る時 間 は 楽 しい 」(42%)と い う の で あ る か ら、 そ こに は 、 つ ま ら ない 仕 事 に耐

え て い る とい う労 働 の姿 な ど な い 。彼 らが 、 なぜ ア ル バ イ トに熱 中 す る の か 、 そ れ は 、 決 して金

銭 的 な 目的 だ け で は な い 。 何 もす る こ と もな く無 為 に時 間 を過 ごす の に比 べ て 、 上 に述 べ た メ リ

ッ トを持 つ ア ル バ イ トは 、 一 石 二 鳥 ど こ ろ で は な い 。 か つ て は 、 ア ルバ イ トに時 間 を と られ 、 ほ

ん と う にや りた い こ とが で きな くて 、 くや しい 思 い をす る の が普 通 の 姿 で あ った 。 が 、 い ま は逆

で ア ル バ イ トが 楽 し くて 生 活 を して い る。 卒 論 の指 導 の 時 間 を決 め る と きな ど、 ア ル バ イ トの時

間 帯 と重 な っ た りす る と 「ア ル バ イ トが 入 っ て い ま す 」 と語 る と きの 学 生 の 真 剣 さは 、 ア ルバ イ

トが い か に 重 要 な意 味 を もつ か を しめ して い た の で あ る。
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この よ う な楽 しい ア ル バ イ トで あ る か らだ ろ う 、「自分 一 人 で 生 活 で きる と感 じる」も の は 、24%

と少 な い 。 苦 労 して 金 を稼 い で い る とい う実 感 が な い か ら で あ る。

だ か ら とい っ て 、 ア ル バ イ トは 良 い 点 ば か りで は な い 。 職 場 関 係 で は 、 「い や な 人 間 関 係 を経

験 し た」 が 多 く58%に も及 ん で い る。 また 「職 場 の 人 か ら性 的 ない や が らせ を され た」 もの も、

女 性 で は31人(8%)は い る。 ま た男 性 で も13人(3%)が 性 的 な い や が らせ を 体験 して い る 。

ま た ア ル バ イ トで 困 る 点 の 多 くは 、 ア ル バ イ ト以 外 の 行 動 へ の 影 響 で あ る 。 厂勉 強 時 間 が 十 分

に とれ な い 」(49%)と 約 半数 は 「勉 強 」 へ の 影 響 が あ る と述 べ て い る。 しか も、 「授 業 にで られ

な い こ とが あ る」(26%)と 答 えた もの も4人 に1人 に 及 ん で い る の で あ る。 要 す る に 、 上 に も

述 べ た よ う に 、 ア ルバ イ トの 方 が 今 や 重 要 に な っ て い るの で あ る,だ か ら こそ 勉 強 時 間 や 授 業 へ

の 出 席 を犠 牲 にす る必 要 が あ る と い う倒 錯 した現 実 を示 して い る。

この こ と は 、 ア ルバ イ トを す る こ と に よ っ て 「生 活 が 不 規 則 に な っ た」(48%)り 、 「友 人 との

つ き合 い に 支 障」(37%)が で て も、 あ る い は 、 「体 調 を くず した」(32%)り して さ え も 、 ア ル

バ イ トを優 先 す る とい う事 実 か ら も伺 え るの で は な い だ ろ うか 。

10.ア ル バ イ トを しな い理 由(集 計 表20参 照)

ア ル バ イ トを して い な い学 生 は95名 で 、 全 体 のll%に あ た る。 ア ル バ イ トを しな い 理 由 を 図13

に示 した 。 「条 件 に あ っ た もの が な い 」 が最 も多 く30%で 、次 い で 「経 済 的 に必 要 が な い 」(25%)、

「課 外 活 動 が 忙 しい」(17%)で あ る
。 「学 業 に専 念 した い 」 は4%と 極 め て 少 な い 。

図13ア ル バ イ トを しない理 由
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表2ア ルバ イ トして感 じた こ とと経 験 したこ と

おおいにある かな りあ る あ まりない 全 然ない 無回答

1.社 会 のこ とを理 解で きる

2.自 分 に自信が もてる

3.時 間 や約 束を守 る

4.働 くことの大切 さ分か る

5.職 業 を選 ぶ上で参考

6.大 学 の勉 強に役 にた った

7.知 識 や技 術身に付 く

8.い や な人間関係

9.職 場 で性 的ないやが らせ

10.人 間関係 が広 くなった

11.異 性 の友 人がで きた

12.ア ルバ イ ト時間楽 しい

13.時 間 もてあ まさない

14.一 一人生活で きる と感 じる

15.勉 強 時聞十分に とれ ない

16.授 業 にで られな い

17.友 人 とのつ き合 い支 障

18.生 活 が不規則 になった

19.金 遣 いがあ ら くなった

20.体 調 をくず した

226(28.2)

84(10.5)

134(16.7)

?65(33.1)

121(15.1)

23(2.9)

251(31.3)

245(30.6)

1亅(1.4)

242(30.2)

147(18.4)

ss(11.1>

197(24.6)

69(8.6)

138(17.2)

79(9.9)

86(10.7)

170(21.2)

107(13.4)

96(12.0)

403150.3)150(18.7)8(1.0)

298(37.2)357(44.6)48(6.0)

284(35.5)328140.9)4115.1)

325(40.6)-168(21.0)2R(3.5)

151(18.9)327(40.8)184(23.0)

81(10.1)-360(44..9)323(40.3)

366(45.7)133(16.6)38(4.7)

216(27.0)233(29.1)92(11.5)

33(4.1)151(18.9)589(73.5)

305(38.1)?00(25.0)39(4.9)

223(27.8)262(32.7)154(19.2)

250(31.2)32E(40.7)121(15.1)

316(39.5)21927.3)52(6.5)

125(15.6)392(48.9)199(24.8)

257(32.1)302(37.7)89(11.1)

135(16.9)274(34.'2)300(37..5)

215(26.8)335(41.8)151(18.9)

2]五(26.3)274(34。2)132(16.5)

231(28.8)319(39.8)129(16.1)

162(20.2)330(41.2)200(`L5.0)

14(1.7)

14(1.7)

14(L7)

15(L9)

18(2.2)

14(1.7)

13(1.6)

15(1.9)

17(2.1)

15(1.9)

15(1.9)

15(1.9)

17(2』

16(2.0)

15(1.9)

13(1.6)

14(1.7)

14(1.7)

15(1.9)

13(1.6)

おわりに

これまで見て きたような、アルバイ トに対す る意識 と実態は、現在の大学生に一般的に見 られ

ることであ る。全国規模や他大学での調査3)-y)と 比べてみて、本学の学生に特徴的な点はみ ら

れなかった。

本稿の冒頭で、「アルバイ トが学業に及ぼす弊害は相当大 きいに違いない」と述べた。これまで、

見て きたように本調査の結果からこの仮説は容易に支持 されるであろう。勉強時間が週に1時 間

未満なのに対 し、アルバイ トは週 に3日16時 間程度である。男子にいたっては3割 強が平日の深

夜 にアルバイ トをしている。

ところが 、アルバイ トのせいで 「勉強時間が十分 にとれない」や 「授業 にで られないことがあ

る」 と考えている学生よりも、む しろ、アルバイ トをすることで 「時間をもてあますことがなく

なった」 と考えている学生の方が多い。また、アルバイ トをしていない学生の勉強時間もアルバ

イ トをしている学生 と同様に短い。

つ まり、学生が勉強をしない第一の理由はアルバイ トが忙が しいためではない。大学での勉強

よりも、友 人とのつ き合いやファッション、趣味 などを優先 しているだけのことで、大学がこれ
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らよりも魅力的でないのである。そして、これは高校時代から引 きずってきていると思われるだ

けに根が深い。高校生のアルバ イト経験が6割 を超す時代である。すなわち大半の学生は高校時

代から労働生活 に慣れてきている。受験勉強で疲れ果てているというよりも、労働 しなが ら 「ど

うにかなる」 ようにして大学に合格 し、自由な時間を特に目的もなく過ご している。先にふれた

ように、パー トタイム ・スチューデント化 していて、学生の本分は学業でな くなっているのであ

る。

ことは大学の本質に関わる問題だけに重大である。多 くの学生にとって、大学は卒業証書 を得

るため、あるいは学生という身分 を保証 してもらうところであ り、そのために、授業料という 「年

会費」を払 い、期末試験 という名目だけの 「資格審査」を仕方なく受けているというのは言い過

ぎであろうか。 しか し、実際にその ように大学 らしい学習をせずに卒業 してい く学生がいる。ア

ルバイ トに授業 と同 じくらいの時間を費や しなが ら、「勉強時間が十分にとれない」 とは学生は

考えていない。それでも平気な授業を教員が甘んじて していることこそが問題であろう。学生に

何 を教えるのかではなく、学生に何をどのように学ばせるかという視点から授業計画 を立て実施

することが肝要である。

大学で学生が勉強の他にもさまざまな活動をしているというのはもはや幻想に過 ぎなくなった。

キャンパスにいるのは教職員と文句を余 り言わないお客たちである。そして、 もしかすると何人

かの教授は 「客員」教授か もしれない。大学が学生をキャンパスに呼び戻 し、知 と理念を求める

創造の場 として再生するためにどうしたらよいか。シラバス作成や学生による授業評価などの実

施 という小手先の改革だけではすまされない根本的な大学改革が求め られている。
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集計表1居 住形態

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

自 宅 46.9 47.8 45.9 43.8 44.4 54.7 48.9 45.1

自宅外 53.1 52.2 54.1 56.2 55.6 45.3 51.1 54.9

集計表2通 学に要する時間(片道)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

30分 以下 36.3 44.8 27.3 34.3 39.1 35.6 34.8 37.6

31-60分 27.6 24.3 31.0 31..2 27.3 22.5 29.0 26.3

61-90分 16.2 16.1 i6.3 13.2 17.1 19.5 16.8 15.7

91-120分 12.8 9.1 16.7 13.2 12.2 13.1 11.8 13.8

120分 以上 7.1 5.7 8.7 8.1 4.3 9.3 7.7 6.7

集計表3一 週間の受講日数

(Q1.授 業を受けるために大学にくる日数は一週間に何日程度ですか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

1日 0.3 0.7 o.o o.o 0.7 0.4 o.o 0.6

2日 o.o o.o o.o o.o o.o o.o 0.0 0.0

3日 2.0 2.0 2.1 2.5 1.3 2.1 2.9 1.3

4日 15.6 13.0 18.3 7.9 13.5 30.1 12.0 ..

5日 43.9 48.0 39.4 30.6 53.6 51.3 46.8 41.3

6日 38.2 36.3 40.1 59.0 30.9 16.1 38.4 38.0
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集計表4一 週間の受講コマ数

(Q2.通 常出席 している授業 は、一週間に何 コマ程度ですか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

でていない 0.2 0.2 0.2 1.4 0.7 0.4 0.5 o.o

1～3コ マ 5.7 6.7 4.6 0.0 0.7 o.o 5.3 6.1

4～6コ マ 3.8 4.6 3.0 7.3 4.6 4.7 6.0 1.9

7～9コ マ 14.8 16.3 13.3 5.1 2.3 3.8 16.3 13.6

10～12コ マ 29.7 32..2 27.1 15.7 13.2 15.7 23.7 34.9

13～15コ マ
.. 34.6 43.3 21.6 33.6 36.9 38.6 39.0

16コ マ以上 6.0 5.0 7.1 42.1 40.1 32.2 8.6 3.8

無回答 0.9 0.4 1.4 6.7 4.9 6.4 1.0 o.s

集計表5取 得単位数

(Q3.す でに取得 した単位数は、同級生 とくらべて多い方ですか。少ない方ですか。)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

とても少ない 10.5 16..3 4.4 5.9 13.5 13.6 8.6 12.1

やや少ない 20.4 25.4 15.1 18.0 22.4 21.6 22.1 19.0

同 じくらい 68.6 57.8 :11 76.1 63.8 63.6 68.6 68.7

無回答 0.4 0.4 0.5 o.o 0.3 1.3 0.7 0.2
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集計表6授 業時間以外の週あた りの勉強時間

(Q4.授 業時間以外に、一週間に何時間 くらい勉強にあてていますか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

1時 間未満 48.9 53.5 44.0 54.2 50.7 38.6 43.6 53.4

1～3時 間 31.4 25.9 37.2 29.8 33.2 31.4 31.2 31.5

4～6時 間 11.2 10.0 12.4 7.9 10.2 17.4 14.6 8.1

7～9時 間 4.8 5.4 4.1 4.8 3.6 6.4 6.2 3.5

10～12時 間 2.0 3.0 o.s 1.4 i.o 4.2 1.9 2.1

13～15時 間 0.7 0.4 0.9 0.8 0.3 o.s 0.7 0.6

16～19時 間 0.8 1.5 0.0 1.1 0.3 o.s 1.2 0.4

20時 間以上 0.1 0.2 o.o o.o 0.0 0.4 0.2 o.o

無回答 0.2 o.o 0.5 o.o 0.7 o.o 0.2 0.2

集計表7一 週 間のクラブ ・サークル活動時間数

(Q5.参 加 してい るクラブ ・サークル活動は週何時間 くらいですか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

していない 38:7 32.0 45.9 35.4 39.5 42.8 37.2 40.1

1時 間未満 9.3 9.6 8.9 11.8 6.6 8.9 10.1 8.6

1～3時 間 17.0 16.5 17.4 15.7 18.1 17.4 19.9 14.4

4～6時 間 17.1 19.8 14.2 20.2 16.4 13.1 17.3 16.9

7～9時 間 6.8 7.8 5.7 5.6 7.9 7.2 6.2 7.3

10～12時 間 5.7 5.4 6.0 6.5 4.9 5.5 6.2 5.2

13～15時 間 2.6 4.1 0.9 3.1 3.3 o.s 1.4 3.5

16～19時 間 0.7 0.9 0.5 0.8 0.3 o.s 0.2 1.0

20時間以上 2.2 3.9 0.5 0.8 3.0 3.4 1.4 2.9
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集計表8こ の一年間のアルバイ ト行動

(Q6.こ の1年 間に(大 学 に入ってか ら)、 どのよ うな時期にアルバイ トをしま したか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

全 くしていない 10.6 10.9 10.3 16.9 6.3 6.8 9.4 11.7

長期休暇中のみする 7.5 8.7 6.2 6.5 9.9 5.9 7.4 7.5

ときどき してい る is.o 19.3 16.5 16.9 19.7 17.4 20.1 16.1

定期的にアルバイ ト 63.1 60.0 66.3 58.4 63.8 69.1 61.6 64.3

その他 0.9 1.1 0.7 1.4 0.3 o.s 1.4 0.4

集計表9週 あた りのアルバイ ト日数

(Ql3.平 均的に週何 日程度アルバイ トを してい ますか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

1日 5.9 6.1 5.6 7.1 5.3 5.0 6.3 5.4

2日 17.0 16.6 17..4 14.2 17.5 20.0 16.9 17.0

3日 33.5 28.5 38.6 35.8 31.6 32.7 29.9 36.6

4日 21.0 22.0 19.9 19.9 21.8 21.4 22.0 20.1

5日 7.2 8.5 5.9 6.8 6.3 9.1 7.1 7.3

6日 3.1 4.6 1.5 4.7 3.2 0.9 2.9 3.3

7日 1.1 1.5 o.s 1.7 1.1 0.5 1.1 1.2

無回答 1.2 12.2 10.2 9.8 13.3 10.5 13.8 9.0
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集計表10週 あた りのアルバイ ト時間

(Q12.平 均的に週何時間程度アルバイ トをしていますか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

1-5時 間 10.6 9.0 12.3 13.9 8.1 9.5 13.2 8.3

6-10時 間 14.5 13.7 15.3 14.2 15.8 13.2 14.6 14.4

11-15時 間 21.3 16.1 26.9 22.6 19.3 22.3 20.4 22.2

16-20時 間 20.8 21.2 20.5 21.3 18.2 23.6 19.3 22.2

21-25時 間 10.6 12.4 8.7 9.5 12.3 10.0 9.8 11.3

26-30時 間 6.1 8.5 3.6 6.4 8.1 3.2 6.3 5.9

31-35時 間 2.7 3.7 1.8 2.4 2.1 4.1 2.1 3.3

36時間以上 1.6 3.2 o.o 1.0 1.4 2.7 1.6 1.7

無回答 11.6 12.2 11.0 8.8 14.7 11.4 12.7 10.6

集計表11ア ルバイ トの月あた りの収入

(Q14.ア ルバイ トで月に どの程度 の収入があ りますか)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

2万 円未満 5.2 3.9 6.6 6.8 4.9 3.6 7.7 3.1

2-4万 円未満 20.8 13.9 28.1 23.3 17..5 21.8 21.4 20.3

4-6万 円未満 26.0 22.7 29.4 31.1 23.2 22.7 24.6 27.2

6-8万 円未満 16_.6 17.3 15.9 13.5 1:8.2 18.6 17.5 15.8

8-10万 円未満 11.0 15.1 6.6 8.ゴ 11:2' 14.5 9.5 12..3

10--15万 円 未 満 7.9 1:3.4 2.0 6.8
., 8.6 6.3 9:Z

15万 円以上 1.4 2.2 05 0.7二 2.9
日

0.5 o.s 1.9

無回答 1:1.1 11.5 10.7 9.8 1.3.7 9.5 12.2 10.2
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集計表12ア ルバイ トをする時間帯

(Q15.現 在 以下の時間帯にアルバイ トを してい ますか。平 日、土 日別に答えて下 さい)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

平日早朝 6.7 8.5 4.9 8.4 5.6 5.9 5.6 7.8

平日午前 8.2 7.1 9.5 3.4 7.7 15.5 5.8 10.4

平日午後 40.2 27.6 53.5 46.3 33.0 41.4 40.7 39.7

平日夜間 49.7 51.2 48.1 49.3 50.2 49.5 46.6 52.5

平日深夜 20.8 33.7 7.4 18.6 23.5 20.5 16.4 24.8

土日早朝 9.4 10.0 8.7 10.8 10.2 6.4 10.8 8.0

土日午前 29.8 20.5 39.6 24.7 31.2 35.0 34.9 25.3

土日午後 49.4 36.1 63.4 53.4 49.1 44.5 53.2 46.1

土日夜間 40.1 41.2 38.9 41.9 40.7 36.8 37.0 42.8

土日深夜 18.0 28.5 6.9 15.5 20.4 18.2 14.0 21.5

集計表13ア ルバイ ト収入の使い道

(Q8.ア ルバイ トで得た金 を何に使い ますか。い くつでも○印をつけて下さい)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

学費(授 業料) 4.1 5.4 2.8 5.1 3.2 4.1 4.5 3.8

勉学 ・教養費 18.9 18.3 19.4 16.2 16.8 25.0 23.5 14.7

生活費(食 費住居費など) 40.7 47.8 33.2 33.8 45.6 43.6 39.9 41.4

ファッシ ョン(衣 服化粧な ど) 73.4 60.7 86.7 76.4 71.2 72.3 75.9 71.2

旅 行 ・レ ジ ヤ ー 48.9 37.6 60.9 41.2 50.2 57.7 51.9 46.3

友人とのつき合い(交 際費) .1. 75.6 86.2 77.7 81.1 84.5 80.4 81.1

高額商品や海外旅行のため 25.8 21.5 30.4 19.6 24.6 35.9 29.6 22.5

趣味(学 内の課外活動を含む) 61.8 71.2 51.9 55.7 60.7 71.4 64.0 59.8

その他 9.9 11.0 8.7 10.5 9.5 9.5 9.0 10.6
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集計表14ア ルバ イ ト収入の使い道(も っ とも多い支出)

(Q9.ア ルバイ トで稼 いだ金の うち、もっ とも多 く支出 しているのは何番ですか。上の中か ら

ひ とつ選んで ください)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

学費(授 業料) 2.1 2.9 1.3 2.7 1.8 1.8 2.1 2.1

勉学 ・教養費 1.5 1.5 1.5 1.0 2.5 0.9 2.4 0.7

生活費(食 費住居費など) 12.2 16.1 8.2 11.1 12.6 13.2 13.0 11.6

ファ ヅション(衣 服化粧な ど) 23.1 9.8 37.1 31.1 21.8 14.1 23.8 22.5

旅 行 ・辱レ ジ ャ ー 5.7 4.6 6.9 2.0 9.1 6.4 6.9 4.7

友人とのつき合い(交 際費) 23.8 24.6 23.0 26.4 18.9 26.8 23.8 23.9

高額商品や海外旅行のため 6.1 4.9 7.4 4.7 4.6 10.0 5.0 7.1

趣味(学 内の課外活動を含む) 19.1 29.0 8.7 14.5 23.2 20.0 16.9 21.0

その他() 5.6 6.6 4.6 6.1 4.6 6.4 5.3 5.9

無回答 0.6 0.0 1.3 0.3 1.1 0.5 o.s 0.5

集計表15学 業 とアルバイ トの関係

(Q7.学 業とアルバイ トの関係についてお聞きします)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

学業を続けられない 9.6 12.0 7.2 10.5 10.2 7.7 8.7 10.4

続けること難しい 10.7 11.5 10.0 10.1 9.1 13.6 9.8 11.6

窮屈な学生生活 39.1 41.7 36.3 36.1 42.5 38.6 40.7 37.6

なしでも問題ない 40.2 34.4 46.3 42.9 38.2 39.1 39.9 40.4

無回答 0.4 0.5 0.3 0.3 o.o 0.9 o.s o.o
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集計表16ア ルバ イ トの職種

(Q10.、 現在 どのようなアルバイ トをしてい ますか。あてはまるものにい くつで も○をつけて

ください)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

家庭教師 ・塾講師 4.5 2.4 6.6 3.7 5.3 4.5 6.9 2.4

事務系の仕事 5.7 3.7 7.9 3.0 5.6 9.5 5.0 6.4

軽労働(組 立、手作業) 7.1 10.2 3.8 8.4 6.0 6.8 7.7 6.6

サー ビス関係(ウ ェイ トレス) 39.1 29.3 49.4 37.8 39.6 40.0 38.9 39.2

サー ビス関係(販 売 ・店員)
丶

31.2 34.4 27.9 34.5 29.1 29.5 29.9 32.4

重労働(運 搬、梱包など) 10.1 17.6 2.3 9.5 12.3 8.2 8.5 11.6

特技(特 殊技能を要する仕事) 2.5 4.1 o.s 1.7 2.5 3.6 2.6 2.4

その他 14.5 14.6 14.3 11.8 13.3 19.5 14.8 14.2

集計表17ア ルバイ トの職種(も っとも主な もの)

(Q11.上 のアルバイ トの中でもっとも主なものは何番ですか。上の中か らひ とつ選んで ください)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

家庭教師 ・塾講師 3.2 1.7 4.9 3.7 3.5 2.3 5.0 1.7

事務系の仕事 3.4 1.7 5.1 2.0 2.8 5.9 3.2 3.5

軽労働(組 立、手作業) 4.6 6.3 2.8 6.1 4.2 3.2 5.6 3.8

サービス関係(ウ ェイ トレス) 34.7 24.6 45.3 34..8 34.7 34.5 33.3 35.9

サービス関係(販 売 ・店員) 27.8 30.7 24.8 30.7 25.3 27.3 27.2 28.4

重労働(運 搬、梱包など) 6.5 11.5 1.3 7.1 8.1 3.6 5.0 7.8

特技(特 殊技能を要する仕事) 1.5 2.4 0.5 0.7 1.4 2.7 1.6 1.4

その他 11..2 12.7 9.7 9.1 11.2 14.1 11.4 11.1

無回答 7.0 8.3 5.6 5.7 8.8 6.4 7.7 6.4
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集計表18ア ルバイ ト先のみつけかた

(Q16.主 に どのように してアルバイ ト先をみつけますか(ひ とつだけ))

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

アルバ イ ト ・求人情報雑誌 22.7 22.0 23.5 24.7 21.1 22.3 23.0 22.5

新聞の広告 ・チラシ、掲示 47.4 ・ 48.1 45.9 50.2 45.9 46.3 48.5

友人 ・知人の紹介 17.5 19.3 15.6 14.5 18.2 20.5 17.7 17.3

家族の紹介 1.9 2.2 1.5 2.0 0.4 3.6 2.1 1.7

文教大学の学生課 2.5 2.0 3.1 2.7 2.8 i.s 2.9 2.1

その他 4.6 3.9 5.4 6.4 3.2 4.1 3.7 5.4

無回答 3.4 3.9 2.8 3.7 4.2 1.8 4.2 2.6
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集計表19ア ルバイ トして感 じたこと、経験 したこ と

(Q17.つ ぎにアルバイ トして感 じたこと、経験 したことについてお聞き します。 「大いにあ った」から、
「全然なか った」の4段 階で答 えて くだ さい)

(注.表 の数値は 「大いにあった」 と答 えたものの割合)

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

社会のことが理解できるようになった 28.2 31.0 25.3 24.3 26.3 35.9 29.6 27.0

自分に自信がもてるようになった 10.5 11.7 9.2 9.5 8.4 14.5 10.8 10..2

時間や約束を守るようになった 16.7 8.3 15.1 14.9 15.4 20.9 16.1 17.3

働 くことの大切さが分かった 33.1 35.4 30.7 31.4 34.0 34.1 32.3 33.8

将来の職業を選ぶ上で参考になった 15.1 17.1 13.0 13.9 14.0 18.2 17.7 12.8

大学の勉強に役にたった 2.9 3.2 2.6 2.0 2.5 4.5 3.2 2.6

大学では身につかない技術が身についた 31.3 34.1 28.4 29.4 30.2 35.5 31.0 31.7

いやな人間関係 を経験 した 30.6 31.2 29.9 31.4 29.8 30.5 30.4 30.7

職場の人から性的ないやがらせをされた 1.4 1.0 1.8 1.4 1.8 0.9 1.1 1.7

人間関係が広くなった 30.2 30.2 30.2 29.7 .. 32.7 26.5 33.6

異性の友人ができた 18.4 19.5 17.1 19.3 17.2 18.6
..

18.0

アルバイ トを している時間は楽 しい 11.1 9.8 12.5 12.8 8.4 12.3 9.8 12.3

時間をもてあますことがな くなった 24.6 23.2 26.1 27.7 23.9 21.4 25.4 23.9

自分一人で生活できると感 じる 8.6 10.2 6.9 8.4 9.8 7.3 7.4 9.7

勉強時間が十分にとれない 17.2 ..

15.6 16.9 19.6 14.5 18.0 16.5

授業にでられないことがある 9.9 14.4 5.1 8.8 10.9 io.o 8.7 10.9

友人とのつき合いに支障がある 10.7 12.7 8.7 10.8 9.5 12.3 11.4 10.2

生活が不規則になった 21.2 29.0 13.0 20.9 21.4 21.4 17.5 24.6

金遣いがあらくなった 13.4 15.6 11.0 12.2 16.1 11.4 10.6 15.8

体調をくずした 12.0 12.9 11.0 9.8 15.1 10.9 12.7 11.3
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集計表20ア ルバイ トを しない理 由

(QA.ア ルバ イ トをしない理 由を教 えて下さい)

N=

全体 男性 女性 1年 2年 3年 国際 情報

95 50 45 60 19 16 39 56

経済的に必要がないから 25.3 24.0 26.7 21.7 36.8 25.0 23.1 26.8

学業に専念したいから 4.2 6.0 2.2 6.7 o.o o.o 5.1 3.6

課外活動が忙 しいから 16.8 22.0 11.1 13.3 26.3
..

17.9 16.1

条件にあったものがないから 29.5 24.0 35.6 31.7 21.1 31.3 33.3 26.8

その他 15.8 18.0 13.3 18.3 10.5 12.5 10.3 19.6

無回答 8.4 6.0 11.1 8.3 5.3 12.5 10.3 7.1
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